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アユ循環飼育水槽における水質保持の

ためのＣａＯ剤の使用について

中村幹雄

1．目 的

人工海水を養魚用水として長期間使用すると，色々と水質上の変化が起る。なかでも著しいのは

ＰＨ値の低下で，その急､激な変化は生物に悪い影響を与え，変化の多くはＣＯ２の増減によるもの

である。加えて，ＣＯ２は生物膜を透過しやすいので，これによるｐＨ変化はその影響が刺激的に

生物体内に影響する。特に呼吸作用には，著しく悪い影響を与える。

一般的に，循環池においてカキ殻，石灰岩等を使用し，出来るだけ水質保全に努めているが，ア

ユの循環池でＣａＯ剤を使用した事例は余りみない。したがって，ＣａＯの使用量とその効果など

を検討するため，今回はＣａＯ剤による調整を試みた実験をおこなったので報告する。
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をみた。使用した(ＶａＯは計２００９である。

3．結果と考察

飼育水槽中のｐＨ値の影響を与える要素は，雀ず飼育中のアユの呼吸によってＣＯ２が増加し，

また，飼育池における残餌，或は排泄物等の有機物をパクテリアカ酸化することによってＣＯ２を

発生し，ｐＨは酸性側に傾いてｐＨは低下する。

実験期間中のＣａＯの投入量とｐＨの関係，及びその他の壌境条件は表１，第２図のとおりであ

る。

表１ＣａＯの投入量とｐＨ，その他の環境条件
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第２図実験池のＰＨ変化

また，実験期間中のＣａＯの総投入量は２０００９であり，その間の飼育池のＰＨ７ｐＯ～

８．３５である。

飼育池はｐＨ8.0以上に保つのに必要はＣａＯの必要量は，新海水の注入量，飼育密度,ろ過槽

の大きさ，など飼育条件によって異なると思われるが,今回の実験では４２，/)’/白が算出され
た。

また，実際の使用については，ｐＨ値を測定しながらＣａＯの投入量を増減した。

CaOは溶解度がqツイOCC(0℃）であり,溶解速度も遅い◎で,小片の護寳,静かに
水の中に入れることによりＰＨＤ急激な変化は見られなかった。
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ふ化後１１４日目以後は，淡水馴致をはじめたが，淡水の注入による急激なＰＨの低下を防ぐた

め１回に５００９を投入したが，特に悪い影響はなかった。左た，ＣａＯが水と化学反応するとき

の発熱作用も，使用の範囲内においては，心配いらなかった。ろ過槽は特にＰＨが下がりやすく，

ろ過槽を通過する水は0.2から0.5位低下する。これはろ過槽でバクテリアが有機物を分解して

ＣＯ２を発生するためであり，ろ過槽の中で通気し，ＣａＯを投入することは効果的と考えられる。

ｐＨ値を高めるのに，他にＮａＯＨ，ＮａＨＣＯＢ，等を用いる方法もあるが，これらの物質は，

単に，ｐＨ値を上昇させるだけのことはできるが，水中のＣＯ２を用いると，加水分解して生じた

Ｃａイオンが直ちにＣＯ２と結びついてＣａＣＯ３とたり，ＣＯ２は完全に除去されるのでＣａＯ

の方が有効と思われる。また，ＣａＯはワムシ培養池，野外のアユ飼育池のｐＨ値が下がったとき，

アユ輸送における水槽中のＰＨ値の調節にも使用できると思う。

尚，ＲＩｃＨＡＲＤＥＯＲＡｗＦＯＲＤ等によってサケ（Oncorhynchustshawytscha）仔

魚において水中のＣａイオンがＮＯ２－Ｎの魚に対する毒性を弱めるということが最近左されてい

る。このことは非常に重要なことであるので今後，検討したいと思う。

4．津とめ

１）アユ人工種苗生産においてＰＨの調節にＣａＯを用いた。そしてその結果と使用法につい

て検討した。

２）ＣａＯを429/ilj/日の使用でアユ飼育中の池水（１４ｔ）をPＨ8.0以上に保つこと

ができた。

３）との程度のＣａＯの使用はアユに何んら，悪い影響を与えなかった。
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